
新型コロナウイルス感染症への対応について

令和4年2月17日

知事記者会見



県全体 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16

病床使用率

病床全体
（※）

33.0%
（42.0%）

35.1%
（44.8%）

36.2%
（46.1%）

36.4%
（46.4%）

36.9%
（47.0%）

39.4%
（50.2%）

40.3%
（51.4%）

40.6%
（51.8%）

42.4%
（54.1%）

41.2%
（52.5%）

41.5%
（53.0%）

42.2%
（53.9%）

40.8%
（51.9%）

41.9%
（53.2%）

40.5%
（51.5%）

38.7%
（49.2%）

39.6%
（50.3%）

35.9%
（45.6%）

重症者
用病床 2.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 2.5% 2.5% 2.5% 2.5% 2.5% 2.5%

新規感染者数
（１０万人/週）

489人
（311.7人）

407人
（315.2人）

584人
（313.0人）

703人
（320.3人）

565人
（311.7人）

566人
（307.2人）

602人
（298.4人）

422人
（293.3人）

297人
（284.9人）

465人
（275.8人）

485人
（259.2人）

572人
（259.8人）

497人
（254.5人）

248人
（227.5人）

386人
（224.8人）

291人
（224.3人）

443人
（222.7人）

432人
（218.7人）

療養者数（１０万人/日）
（入院＋宿泊＋自宅）

425.6人406.8人434.8人471.2人495.8人507.7人524.0人544.6人507.7人468.1人437.5人432.9人436.4人399.5人422.4人411.8人386.7人385.2人

長崎市 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16

病床使用率（※） 35.2%
（46.1%）

35.7%
（46.7%）

36.2%
（47.4%）

35.7%
（46.7%）

38.2%
（50.0%）

42.2%
（55.3%）

44.7%
（58.6%）

44.7%
（58.6%）

47.2%
（61.8%）

48.7%
（63.8%）

48.2%
（63.2%）

45.7%
（59.9%）

44.2%
（57.2%）

47.1%
（61.0%）

48.1%
（62.3%）

43.2%
（56.0%）

45.1%
（58.5%）

45.1%
（58.5%）

新規感染者数
（１０万人/週）

150人
（370.8人）

196人
（377.9人）

162人
（366.4人）

262人
（371.3人）

175人
（363.5人）

171人
（331.4人）

212人
（324.5人）

149人
（324.4人）

121人
（306.0人）

119人
（295.5人）

154人
（269.1人）

165人
（266.7人）

154人
（262.5人）

86人
（231.7人）

113人
（222.9人）

117人
（221.9人）

122人
（222.7人）

204人
（234.9人）

療養者数（１０万人/日）
（入院＋宿泊＋自宅）

483.2人472.0人477.1人535.5人552.2人590.8人615.7人650.4人675.4人594.7人541.7人476.4人482.5人404.3人430.9人452.4人404.0人384.7人

341.2

佐世保市 1/30 1/31 2/1 2/2 2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9 2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15 2/16

病床使用率（※） 50.0%
（68.4%）

50.7%
（69.4%）

56.0%
（76.5%）

59.0%
（80.6%）

54.5%
（74.5%）

57.5%
（78.6%）

56.7%
（77.6%）

58.2%
（79.6%）

60.4%
（82.7%）

58.2%
（79.6%）

56.7%
（77.6%）

64.9%
（88.8%）

65.7%
（89.8%）

63.4%
（86.7%）

59.0%
（80.6%）

53.7%
（73.5%）

57.5%
（78.6%）

51.5%
（70.4%）

新規感染者数
（１０万人/週）

159人
（449.4人）

72人
（448.1人）

163人
（439.1人）

140人
（441.2人）

159人
（428.4人）

140人
（432.1人）

162人
（409.1人）

90人
（380.7人）

87人
（386.9人）

131人
（373.7人）

116人
（363.9人）

149人
（359.8人）

102人
（344.1人）

50人
（298.1人）

71人
（290.3人）

46人
（273.4人）

82人
（253.3人）

55人
（228.2人）

療養者数（１０万人/日）
（入院＋宿泊＋自宅）

663.6人611.4人672.2人724.8人783.2人786.1人846.5人878.6人689.1人559.6人449.0人479.8人472.0人462.9人487.2人391.8人342.9人333.9人

県内の感染状況等について
※病床使用率は医療圏毎に以下の数値に基づき算出

上段 …緊急時病床数：568床（長崎：206床、佐世保：134床）
（下段）…最大確保病床数：447床（長崎：159床、佐世保：98床） 2/16公表時点

490人/週 以上

（70人/日以上）

（36.9人/10万人/週）

994人/週 以上

（142人/日以上）

（74.9人/10万人/週）

療養者数

（入院+宿泊+自宅）
―

145人/日 以上

（10.9人/10万/日以上）

290人/日 以上

（21.9人/10万/日以上）

509人/日 以上

（38.4人/10万/日以上）

727人/日 以上

（54.8人/10万/日以上）

1,457人/日 以上

（109.8人/10万/日以上）

参考指標

新規感染者数 ―

98人/週 以上

（14人/日以上）

（7.38人/10万人/週）

196人/週 以上

（28人/日以上）

（14.7人/10万人/週）

343人/週 以上

（49人/日以上）

（25.8人/10万人/週）

50%以上

（284床以上）

100％以上

（568床以上）

重症者

用病床
―

10%以上

（4床以上）

20%以上

（8床以上）

35%以上

（14床以上）

50%以上

（20床以上）

100％以上

（40床以上）

県レベル４
県レベル２－Ⅰ 県レベル２－Ⅱ

指標 病床使用率

病床全体 ―
10%以上

（56床以上）

20%以上

（113床以上）

35%以上

（198床以上）

県レベル０ 県レベル１
県レベル２

県レベル３

１



２月１６日公表時点の入院患者数と病床使用率（医療圏別）

●入院患者：重症１名、中等症・軽症２０３名

●宿泊施設療養者：１８４名 ●自宅療養者：４,０７９名 ●調整中：４１８名

●回復者数：１６,６８３名 （その他：１６９名）

●死亡者数：９５名（８０代以上が７割超）

フェーズ 緊急時（レベル１） ― １ ４ ４ ３ ―

医療圏 長崎
佐世保
県北

県央 県南
本土
計

五島 上五島 壱岐 対馬 合計

入院
患者数 93 69 26 11 199 － － 3 2 204

病床数※ 206
（159）

134
（98）

92
（69）

43
（35）

475
（361）

25
（23）

19
（17）

22
（21）

27
（25）

568
（447）

病床
使用率※

45.1%
（58.5%）

51.5%
（70.4%）

28.3%
（37.7%）

25.6%
（31.4%）

41.9%
（55.1%）

0.0%
（0.0%）

0.0%
（0.0%）

13.6%
（14.3%）

7.4%
（8.0%）

35.9%
（45.6%）

２

全感染者数：２１,８３２名

※ 上段 …緊急時病床数
(下段) …最大確保病床数

※第5波の最大値（391名)の約10倍

入院医療の状況について

※１月以降５名

※うち、１月以降22名



168.9人

264.0人

2/2 320.3人

218.7人

2/6, 544.6人

385.2人

24.8%

30.5%

2/7 42.4%

35.9%
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新規感染者数（人口10万人/週）

療養者数（人口10万人/日）

病床使用率（%）

まん延防止等

重点措置

(長崎・佐世保)

まん延防止等

重点措置

(県内全域)

新規感染者数・病床使用率・療養者数の推移

３



感染動向と今後の対応

４

⚫新規感染者数、療養者数共に減少傾向が
継続しており、重点措置の延長により、今後
も減少傾向で推移することが予想される

⚫病床使用率も減少傾向に転じつつあり、今後
も新規感染者数の減少に伴い低下することが
予想される

⚫経済と医療との両立を図るため、感染状況に
応じ柔軟に対策を見直すこととし、基本的な
感染対策の徹底を前提に、重点措置に基づく
対策を一部見直し



県民の皆様への要請１

まん延防止等重点措置の一部見直し

事業者の皆様への要請２

県有施設での対策３

児童福祉施設等での対策４

県立学校での対策５

介護・障害福祉施設
での対策

６

家庭内での対策７

➢ 不要不急の外出自粛
➢ 県外との不要不急の往来自粛
➢ 基本的な感染防止対策の徹底

➢ 飲食店での時短（２０時）、酒類提供自粛
➢ 大規模集客施設での入場者整理等
➢ イベント・集会の開催は慎重に検討

開催時の人数上限等を設定

主な内容

➢ 開館時間の短縮、休館

➢ 基本的な感染防止対策（室内の換気、手洗い、
消毒、検温、体調管理等）の更なる徹底

➢ 施設職員にワクチン接種優先枠を設定

➢ 教職員にワクチン接種の優先枠を設定
➢ 分散登校・時差登校を実施
➢ 部活動を停止（公式戦への参加や準備を除く）

➢ 施設職員等にワクチン接種優先枠を設定
➢ 福祉サービス等の維持・継続を図るため
の支援（ＤＭＡＴ、ＣｏｖＭＡＴの派遣等）を実施

➢ こまめな手洗い、定期的な換気
➢ 食べ物や飲み物、食器の共用は避ける
➢ 会話するときはマスクを着用

重点措置項目 見直し内容

➢ 混雑した場所等、感染リスクが
高い場所への外出自粛

➢ 認証店への選択制を導入
※会話時のマスク着用呼びかけが前提

➢ 開催時の人数上限等を設定
（開催の慎重な検討要請は終了）

➢ 開館時間の短縮
（休館は終了）

➢ 部活動は自校のみで平日２時
間程度の実施

５

2/18～
（飲食店への選択制を除く）



時短要請等における選択制について

◼ 会話時のマスク着用の徹底を利用客に呼び掛けることを
前提に、認証店における時短や酒類提供の選択制を導入

認証店 非認証店

要請内容

①②のいずれかを選択のうえ
2月21日以降の全期間で実施※

※選択した要請内容は期間中変更できません

①営業時間を20時まで短縮
酒類提供は終日自粛
（これまでと同じ）

②営業時間を21時まで短縮
酒類提供は20時まで可

営業時間を20時まで短縮
酒類提供は終日自粛
（これまでと同じ）

協力金

①中小企業等 3～10万円/日
大企業 最大20万円/日
（これまでと同額）

②中小企業等 2.5～7.5万円/日
大企業 最大20万円/日※

※又は前年度、前々年度もしくは前々々年度の１日あたり売上高×３割の低い方

中小企業等 3～10万円/日
大企業 最大20万円/日
（これまでと同額）

６



◼外出の際は、混雑した場所等、感染リスクが高い場所
への外出を控える
《感染リスクが高い場所》
屋内で３つの密（密閉・密集・密接）がある場所や感染防止対策が
徹底されていない店舗など

外出自粛について

イベントについて

◼イベント開催時は以下の人数を上限とし、基本的な感染
防止策（マスク着用、こまめな消毒・換気、密集回避など）を徹底

5,000人超の
イベント(※1)

20,000人または収容定員の
100％の小さい方（※2）

5,000人以下の
イベント(※3）

大声あり：収容定員の50％
大声なし：収容定員の100％

※１ 感染防止安全計画の作成、大声なしの担保が条件
※２ オミクロン株の流行により、ブレークスルー感染が拡大

しているため、ワクチン・検査パッケージ制度は適用
せず、定められた人数上限を超える範囲の入場者全員
の検査陰性を確認した場合に限り人数制限を緩和
(収容定員まで追加可）

※３ 主催者がチェックリスト『イベント開催時における必要
な感染防止策』によりチェックを行い、ホームページ
等で公表すること ７



県有施設について

◼ 開館時間の短縮を実施
◼ 入場者の整理等や基本的な感染防止策の徹底

県立学校での部活動の対策について

◼ 自校のみで平日２時間程度の実施（土日及び休業日は
中止）

◼ 他校等との交流は禁止（全国大会等（予選を含む）への
参加を除く）

◼ 身体接触や互いに近接する活動、大きな発声や激しい
呼気、室内での合唱・管楽器演奏などの感染リスクの高
い活動は避ける

◼ 練習前後の部室等の一斉利用と集団での飲食を控え、
終了後は速やかな帰宅を促す ８



ワクチン接種によって発症予防や入院予防の効果を高める
とされています

市町から追加接種（３回目接種）の接種券が届きましたら、
積極的な接種をお願いします。

接種会場

令和４年２月５日（土）～３月２７日（日）

長崎会場：県庁１階エントランス 佐世保会場：レオプラザホテル佐世保

実施期間

接種対象 １８歳以上の方（市町交付の接種券をお持ちの方）

《３回目の接種状況》

１１．４％ （全国平均１０．３％）
（２月１４日時点）

接種回数１５２，３８１回 接種率

【県の大規模接種センター】

あなたの接種が まわりの人の命を守ります !!

ワクチン接種の推進

９

対象：高齢者施設等従事者、保育所の保育士、教職員 等

県の接種センターの予約の空きを活用した優先接種枠を設け
ておりますので、対象業種の方の積極的な接種をお願いします。



高齢者施設の入所者・従事者に対するワクチン接種を促進
多くの市町で２月末までに接種を終える見込み

高齢者施設等における感染防止対策

対象：高齢者施設入所者・従事者、保育所の保育士、教職員 等

県の接種センターの予約の空きを活用した優先接種の推進

高齢者等の重症化リスクの高い方と接する機会が多い、高齢者施設や

医療施設の職員の方については、引き続き対策の徹底にご留意願います。

10

高齢者施設内における基本的な感染防止対策等を継続

《高齢者施設等入所者・従事者等のワクチン接種の推進》

重症化リスクが高い高齢者への引き続きの対策が重要
（入院患者の多くが７０歳以上の高齢者（約７５％））



会話するときは
不織布マスク

仕事中でも

食事中でも

家庭内でも

休憩中でも

感染者と対面で15分間会話した場合の感染確率

不織布マスク着用でオミクロン株の感染リスクが大幅に低減

感染者のマスクの有無 感染者との距離0.5m 感染者との距離1m

マスクなし ほぼ100% 約60%

不織布マスクあり 5%以下 ほぼリスクなし

《「富岳」によるシミュレーション（富岳コロナ対策プロジェクト飛沫感染チーム）》

11



（ｂｅ Ｈｏｍｅ）
少しでも体調が悪いときには、家を出るのを踏みとどまって

ｍｅｄｉｃａｌ ｃａｒｅ
ｖｉｓｉｔ

通院やご家族との面会の際には、オンラインの活用を
～いくつもの病院や福祉施設で

クラスターが発生しています～

～症状がある方の外出や出勤による感染事例が
多く認められています～

（Ｍａｓｋ ｔａｌｋ）

どのような場面でも会話の際には、必ずマスクの着用を
～不織布マスク着用でオミクロン株の感染リスクを

大きく低減できます～

（Ｅａｒｌｙ ｖａｃｃｉｎｅ）

接種券が届き次第、1日でも早くワクチン接種を
～ワクチンの追加接種がオミクロン株にも有効です～

１

２

３

４

あなたの行動 （４つの挑戦 ＨＯＭＥ ） が

ご家族などの大切な人を守ります

Ｏｎｌｉｎｅ

12


